



































































































































3.韻圭内容･手続き:　く1)フェース･シート情報(10項目) :  ｢対象児
の背景｣に関しては次の8点について尋ねられた｡ ①年齢､ ②性別､ ③在籍クラス､


















































年　少11 (37.9)　21 (53.8)  13　(27.1)　1  (4.3)　46　(33.1)
年　中　6　(20.7)  ll (28.2)　20　(41.7)  10　(43.5)　47　(33.8)
年　長12　(41.4)　7　(17.9)  15　(31.3)  12　(52.2)　46　(33･1)









児　相　　2 (1.4)　3 (2.1)　5 (3.5)　7 (5.0)  17 (12.1)
病　院　1 (0.7)　　　　　　　2 (1.4)  1 (0.7)　4　(2.8)
保健所　　　　　　　　　　　　　1 (0.7)　　　　　　　1  (0.7)
その他　1 (0.7)  1 (0.7)　　　　　　1 (0.7)　3　(2.1)
合　計　　4 (2.8)　4 (2.8)　8 (5.7)　9 (6.4)　25 (17.7)
その他:大学3
(2)保育者(記入者)の背景
記入者の保育上の役割については､ ｢担任｣ ( 122名)の割合が最も多く､全体
の86.5%を占めていた｡そのほかには､ ｢統合枠担当｣ (9名: 6.4%) ､ ｢主任｣











































































一要因の二元配置の分散分析の結果､領域の主効果(F-16.43, df-3/411. pく･001) ､
年齢クラスの主効果(F=6.05. df-3/137, pく.01)が認められた｡しかし､交互作用
(F-4.23, df- 9/411, p〈.001)があったことから､以下では各領域別に検討するこ
とにする｡図1-図4には､各因子を構成する項目の評定平均値(領域の得点)が
年齢クラス別に示されている｡ <対人的トラブル>領域の得点は年齢が上がるにつ




df-3/137, pく.10) ｡これは､ <ルール違反>領域は2歳児クラス以前から比較的高
いが､ 5歳児クラスにおいてさらに上昇しているためだと考えられる｡その他､複
数の因子と関連していると考えられた4項目のうち､ ｢いけないと分かっているの
に､ついついやってしまう｣ (F-5.70, df≧3/131. pく.001) ｢一度怒るとなかなかお














































































































保育者の経験年数によって､ A群(1-5年未満) :31名､ B群(5.-10年















くの<注意･指導> (F-8.41, df=1/133. pく.01)と<環境への配慮> (F-4.65, df-
1/133. p〈.05)がなされていた｡ <落ち着きのなさ>傾向については､図8に示す
ようにその傾向が強いH群に対してより<環境への配慮> (F-14.8S. df= 1/133,
pく.01)がなされていた｡また､ <興味･関心の狭さ>傾向については､興味･関心
がそれほど狭くない群(｣群)に比べ興味･関心が狭い群(H群)に対して､より
多くの<注意･指導> (F=8.41, df-1/133, pく.01) ､ <環境への配慮> (F=7.36,










平均(SD) N　　平均(SD) N　　平均(SD) N　　平均(SD) N
全　日群　4.46(0.31) 61　4.51(0.37) 90　4.47(0.35) 86　4.48(0.42) 100
年
齢　L群　3.02(0.77) 80　3.19(0.51) 51　3.48(0.38) 55　2.98(0.71) 41
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時期 兢ｸ支?ﾙ?ﾘﾈ髓?ﾎ轟児-保育者 ?靼ﾈ髓ﾙ?髓?ｼ児-対象児 ??ｸ髓?ﾈ勺$R?9:?注意.注意. 言葉動作 ?ﾙ???ﾒ?ﾝ晋身体馳 仂?y????
10月 ?偵?偵?19.518.3 ?r繝偵"?8.40.0 鉄r??
11月 ?R縱?纈?.65.6 途繝"??.90.0 鉄R??

























































計　　52.35　20.6(18) 2.3(2) 13.8(12) 1.1(1)　0.0(0)　9.2(8)
11月　自由遊び　38.45　3.1(2) 1.6(1)　3.1(2) 1.6(1) 1.6(1)　3.1(2)
紙芝居　15.05　4.0(1)　0.0(0)　0.0(0)　0.0(0)　0.0(0)　0.0(0)
計　　53.50　3.4(3) 1.1(1)　2.2(2) 1.1(1) 1.1(1)　2.2(2)
1月　自由遊び15.53　3.9(1)　3.9(1)　0.0(0)　0.0(0) ll.6(3)　0.0(0)
雪遊び　58.62 15.4(15) 0.0(0)　6.1(6) 1.02(1) 7.16(7)　0.0(0)
給食　　24.60 19.5(8)　4.9(2)　2.4(1)　0.0(0)　0.0(0)　7.3(3)
計　　98.75 14.6(24) 1.8(3)　4.3(7)　0.6(1)　6.1(10) 1.8(3)
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パターン2 ??× ?ｲ?~ 
パターン3 ??× ??○ 
パターン4 ??○ ?ｲ?~ 
′くタ-ン1(練習) 劔パターン2 劔パターン3 劔パターン4 
走者Å 剔鮪ﾒB 剔鮪ﾒA 剔鮪ﾒB 剌d者A 剔鮪ﾒB 剔鮪ﾒÅ 剔鮪ﾒB 
l 姿i 亳?餐 亳?姿 亳?姿i表 剋pl ??餐 亳?餐 亳?餐 亳?
勢 ??勢 ??勢 ??勢 ??勢 ??勢 ??勢 ??勢 ??
選択肢1 ??× ?ｲ????× ?｢?ｲ?~ ??× ??○ ??○ ?ｲ?× 
選択肢2 ??× ?ｲ?~ ?ｲ?~ ??× ??○ ??× ?ｲ?~ ??○ 
選択肢3 ??l × ??○ ?ｲ? X ?ｲ?~ ??○ ??i O 尾ﾅ??ｲ? X 































図版1 ??× ?ｲ?~ 




走者A 剔鮪ﾒB 剔ｬさ 
姿勢 儷ﾈ??p勢 亳?r?
パターン1 ??× ?ｲ?~ ?ﾘ.r?
パターン2 ??× ??○ ?ﾔ"?
パターン3 ??× ?ｲ?~ ???




















































′′ !潤 1】弓.. ∃…引i∋ 一l :琶篭損害§態 il 胴 刑を i !l≒ 胴 艇8｢?夫??v?ﾂ?u???ｲ??ﾂ?X????剴s????迄/?ﾆﾉ_?ｦﾅ&? ?/5% ?0% 
.点孟温.50% 劔;r??3075 ?I .｢｢ 
/i 劔39% ?｣ﾖ綿????x*｢?劔 ?ｶ埜FﾔT挽?ｪx7ﾂ?























































LZl7u_ ? ?亦?ｩ巨等圭竃 】 ?? 
～ 60%.l ? ?剪??
葛 ?白??? 


























































































































































































課温1 I 5は｢言語｣ ｢行動｣ ｢情緒｣情報のいずれか､課題2は｢情緒｣情報のみ､














































































































































































































































































































































































































が異なり､ ｢意図変化課題｣群においては連続課題2 I 3の成報が高く､ ｢意図一致
課題｣群においては､連続課題2の成練が低いという績黒が得られた｡
3.単独課題と連続課題の関連
｢意図変化課題｣群と｢意図一致課想｣群の課題2 ･ 3 ･ 4について､その2回
目のパターンが同じである単独課題との比較を図6-9に示す｡これを見ると､ど
ちらの年齢においてもr意図一致課題｣群については大きな変化は見られない｡ ｢意
図変化課題｣群については､年長児では課題2 ･ 3､年中児では課題3 ･ 4におい
て単独課題から連続課題への成績の上昇が見られる｡
･81-
















1.20 1.00 坪??????ﾟ 
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東陽 唖主とqL ??&ﾈｸｩ??剩庶ﾔL附垂 劔劔担??????T???R???????2????????
%C石 鳴? 鳴??サt %8L ?鳴?坦?
%L石 ?劔? 担? 
‰ol Se%サL 剪灯ﾂ
葦呈固 執0与qL %#D ?CL ?剪? ?萃?仄ﾘﾍｸ+?
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